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1．　はじめに

ブロードバンドの普及が進み，遠隔授業を行う環境が整いつつある．遠

隔授業は，異なる文化的背景を持つ学校や地域を結ぶことによって，単独

校や単独地域では得られない教育効果を上げることが可能であるといわれ

ている（岡村ほか1997，藤木ほか1999，藤木ほか2002）．特に，離島や僻

地では，閉塞感を打ち破り，社会性を育成する上で有効な手段であるとい

える．

遠隔授業の効果は，授業前後の児童・生徒の変容を測定することで明ら

かになる．児童・生徒の変容を短時間で測定する方法のひとつが連想調査

である（藤木ほか1995a，藤木ほか1995b，樺山ほか1995，金崎ほか1996，

大久保ほか1996，藤木ほか1997，糸山ほか1997，金崎ほか1997）．連想調

査は，あるキーワード（キー概念）から直接連想される語句を30秒で書き

出す手法で，単語連想法（Cachapuz et al．1987，Shavelsonl972，藤田1986，

White et al．1992）を発展させたものと位置付けることができる．

本研究では，連想調査データの可視化の方法として，多変量解析のひと
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つである数量化E類を用いるデータの処理方法を提案した.また，その結

果から，ある遠隔授業の効果について考察を行った.

2.研究方法

2.1 データ

本研究では，上薗ら (2002a司 2002b) の実践授業で得られた連想、調査デ

ータを用いて分析を行った.図 1に実践授業の概念図を示す.この実践で

は，赤米を通して郷土愛や自然への畏敬の念、を育成する遠隔道徳授業が設

計・実践された.赤米は，縄文時代から継承されている日本の古代米で，

神事として継承しているのは，現在，日本で 3箇所のみである.そのうち

の 2箇所，長崎県対馬市厳原町，鹿児島県種子島市を含んでいる.特筆す

べき工夫点は次の 4点であった.(1)授業前に児童らのコミュニケーション

を円滑にするためグループエンカウンターが導入された， (2)遠隔ティーム

ティーチングを導入し，総合司会として第三者的な立場の学校を参画させ

た， (3)多地点接続装置 (MCU: Multipoint Control Unit) を使って 3地点を

接続した， (4)携帯電話を用いてグループ活動を行った.

2.2 数量化E類

数量化皿類は，外的基準が与えられていない場合の名義尺度データにつ

いて，変数聞の関係を整理，検討したり，個体の特徴を記述したりする手

法である(山田 1988，山田 1992).数量化E類の結果は，布置図として可

視化される.布置図の中央(原点)にある語句ほど，多くの児童が連想し

たことを意味している.逆に，稀にしか連想されなかった語句は周辺に布

置される.また，多くの児童が同時に連想した語句は近くに，そうでない

語句は離れて，それぞれの位置関係が布置される.なお，本研究では， SAS 
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表1 連想された語句のカテゴリー化

地名 認機稲稲稲崎刈植根稲道えり具作 精お赤赤自も米縛米いし米米ろL 食ベ物 あき味る・量. 希少・価値 すび楽制ごつしい〈いり宵 鹿史 つ受伝ぐけ承継・伝鋭 おおおきした神ま吊悶どり〈りり植事弘まえいゼ費4怠おそしち由ゃ他ん、米 かおおおごはにに穿まぎぎん当りり 31";:"(.¥ 1500年前前前 ぐ、 2力 しか育てて
南茎蔓永甫種子町 うういう晶ままいいかに、ねっおたL 33力所所でか弘1、 元盲2630いの00米00年年 古諸残〈から伝えらz ヒノ

3力け所んし さりないといけ よむくず知からしな~(

飲何舗むも食べ剖ねちパシシぶャャょサちちっリリよかパとシシねもサ闘ャャちリリいょして，長j、さいL い 鋭わわ観餓化っるがたあ

E食食食暢うへベたたことなL 文 る 神神神神社様鍵{男}

名岡産山地 植糞ね図植つばえを取 1l割、!勤、 高高かった タ

岡山県 線み育育遺書つてる る 、ふままももも甘ちちちつずずいもも米いそうちちみうしたていいる 植他重重重文少手要要要なの級化い島文無財とζ特化形ろ有財民に銭怠文い化財 畑野山川土し図お原舎選び

実取るる 籾給す食り 甘固いくない 大大事切

種変

、しいかも し名変力ししもL台、、、色った，小ば洗j、豆豆あうちがいゃもいずんらもん重歯香柔少少瞭礁水白ご米がに分ばらしし霊鹿た抱飽よな合しも唱いえいいりいき、おるいも 大珍珍大努珍有切なもの

の correspプロシージャ (SASInstitute Inc.1988)を用いて分析を行った.

correspプロシージャは，コレスポンデンス分析を行うためのプログラム

であるが，オプションを利用することで多変量解析の数量化E類と同じ出

力を得ることができる(山際ほか 1997).

2.3 数量化E類を用いた連想調査データの分析

本研究で提案する連想調査データの処理手順を図 2に示す.まず，児童

が連想調査によって書き出した語句を集計した.その際，同じ意味を指し

示す語句や重複する語句は省く.次に，連想語として抽出された語句をカ

テゴリー化した.カテゴリー化は，複数名で行うことが望ましい.本研究

では大学教員 2名の合意によって決定された.そして，児童ごとに，カテ

ゴリでーの語句が連想された場合には，そのカテゴリーに1，そうでない場

合には Oをダミーデータとして与え，カテゴリ一連想、の有無を示すバイナ

リデータ行列に変換した.以上のプロセスで得られた行列を用いて数量化

皿類の計算を行った.

3. 結果及び考察

3.1 連想語の集計とデータ化の結果

3小学校の連想調査データを集計した結果，児童は 542語の語句を連想、
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図3 茎南小児童の授業前後の変容
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図4 豆酸小児童の授業前後の変容

していた.これらの語句から重複するものを省略し，類似したものをボト

ムアップ的に 12カテゴリーにまとめた.連想された語句のカテゴリー化

の結果を表 1に示す.

3.2 数量化 E類による児童の変容

数量化E類の結果については 3小学校についての授業前後のデータ比

較及び解釈がしやすいことを考慮し，すべて 2次元の解を採択した.以下，

小学校ごとに数量化E類の結果を示し，授業前後の児童の変容について考

察する.
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図5 竹松小児童の授業前後の変容

(1)茎南小学校の児童の変容

茎南小学校のある南種子町は 赤米を村おこしのひとつと考え，赤米館

を設立している.本授業は赤米館で行われ 5，6年生 22名が参加した.

図 3に数量化 E類の結果を示す.授業前の連想調査の累積説明率は

39.29% ，授業後は 45.68%)であった. x軸は価値観(+方向は価値あり，

一方向は価値なし)， y軸は日常性(+方向は日常的 一方向は非日常的)

と解釈した.結果から，授業前には，多くの児童が赤米を「神事」で「歴

史j のあるものと捉えているが， r希少・価値Jと捉える児童は少なかった

ことがわかる.それが，授業後には， r神事j で「歴史Jある「希少・価値J

のあるものと認識したことがうかがえる.これらのことから，茎南小の児

童は，遠隔授業を通して地元の「赤米Jの価値を再認識したと考えられる.

(2)豆般小学校の児童の変容

豆殴小学校のある厳原町は，赤米を神事として伝承している.本授業は

豆酸小で行われ，豆殴小本校と瀬分校の 5，6年生 17名が参加した.

図 4に数量化皿類の結果を示す.授業前の連想、調査の累積説明率は

41.65% ，授業後は 44.89%であった. x軸は価値観(+方向は価値あり，
一方向は価値なし)， y軸は日常性(+方向は日常的，一方向は非日常的)

と解釈した.結果から，豆殴小の児童は赤米を食べ物と認識していないこ

とが明らかになった.これは，厳原町の赤米が，食べる米とは別に神事と

して奉納されている文化を反映したためと考えられる.また，授業前には，

多くの児童が赤米を「神事」で「歴史Jのあるものと捉えているが， r希少・

価値Jと捉える児童は少なかったことがわかる.それが，授業後には， r神
事Jで「歴史J ある「希少・価値J のあるもの，と認識が変容したことが
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明らかになった.これらのことから，豆酸小の児童も茎南小の児童らと同

様に，遠隔授業を通して地元の「赤米Jの価値を再認識したと考えられる.

(3)竹松小学校の児童の変容

竹松小学校のある大村市は，赤米とは無関係、の小学校である，本授業で

は客観的な評価者としての役割を担っていた.本授業は大村小学校の教室

で行われ 6年生 31名が参加した.

図 5に数量化皿類の結果を示す.授業前の連想、調査の累積説明率は

47.06%，授業後は 39.77%であった. x軸は価値観(+方向は価値あり，
一方向は価値なし)， y軸は日常性(+方向は日常的，一方向は非日常的)

と解釈した.竹松小は，他の 2小学校の結果とは異なり，授業前に「神事J

「伝承・伝統Jの 2カテゴリーの語句は全く連想されなかった.竹松小の

児童は赤米を見慣れない「食べ物Jと認識していたことが結果からわかる.

理由は，本授業の前に茎南小から贈られた赤米を食したためであろう.そ

れが，授業後には，赤米が代々「伝承」されてきた「価値J あるものと認

識を変容したことが明らかになった.一方， r神事」カテゴリーに含まれる

語句は連想数が少なく，非日常的な行事に対する理解は難しかったのでは

ないかと考えられる.

4.まとめ

本研究では，遠隔授業の前後に収集された連想調査データに数量化E類

を用いて分析を行う方法を提案した.また，数量化E類による可視化から，

赤米の継承地である茎南小，豆殴小の児童が，授業後に赤米を「神事J で

「歴史」ある「希少・価値」のあるものと再認識したことを示した.また，

客観的評価者としての役割で参加した竹松小の児童は，授業前は単なる「食

べ物Jであった赤米を，授業後には「神事Jとして「伝承」されてきた「価

値J あるものと認識したことを示した.

今後の課題としては，遠隔授業の効果を示す方法をさらに検討すること

である.本研究だけでなく，多変量解析を用いた分析では，他の分析結果

と合わせて結果の妥当性を検証する必要がある.したがって本研究で得ら

れた結果は遠隔授業の効果に関するひとつの仮説に過ぎない.多角的な分

析を行い，結果の妥当性を検証する必要があろう.
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